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教えて その先の笑顔のため、いまできること
SDGs
とは?

自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住みやすい地球（世界）を
残すため掲げられた全世界の人が取り組むべき目標

あなたもぜひ
SDGsに
取り組んで
みませんか？

市役所からの HOT LINE 市役所からの HOT LINE

本市は、令和元年（2019年）７月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
「その先の笑顔のため、いまできること」編では、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる
人・団体、関連イベントなどを紹介しています。

　 川 崎 フ ロ ン タ ー レ は、
「Mind-1ニッポン」を合言葉
に、東日本大震災の被災地へ
の復興支援活動を行っていま
す。この活動が一過性のもの
ではなく、継続性を持って行
うことが重要と考え、互いの
存在が互いの励み、支えとな
り、笑顔を創出することを目標に、陸前高田市と高田
フロンターレスマイルシップ協定を締結しています。
　その一環として、川崎というまちを陸前高田市の子
どもたちや陸前高田市民の皆さんに知ってもらうため
に、川崎フロンターレのホームゲームの試合観戦を行
程とする「かわさき修学旅行」の参加者を市民の皆さん
から募集します。

日 程 ： 11月８日㈯～ ９日㈰　１泊２日
行 程 ： 川崎フロンターレの試合観戦・川崎市内観光
　　　　　※行程時間などは参加者に別途お知らせします。
集合 ・ 解散場所 ： 高田幹部交番となり駐車場
移動手段 ： バス（高田幹部交番となり駐車場～一ノ関駅）
　　　　　新幹線（一ノ関駅～）
　　　　　※現地での移動手段は参加者に別途お知らせします。
費 用 ： 食事代　※交通費、宿泊費および試合観戦にかかる費用の負担はありません。
募集人数 ： 14組28人（１組２人）
　　　　　※奇数での申し込みはできません。（４人希望の場合は、２組で応募）
　　　　　※応募多数の場合は抽選とし、当選者のみに連絡します。
　　　　　※当選者には事前説明会を行います。
　　　　　※当選後のキャンセルは、費用を一部負担していただく場合があります。
対 象 ： 小学５年生以上の陸前高田市民（市内に住所がある人）
　　　　　※高校生以下の場合は、成人の人と一緒に応募してください。
申込方法 ： 必要事項を記入し、メールでお申し込みください。
　　　　　【宛先】hervor33@utopia.ocn.ne.jp 
　　　　　【件名】「かわさき修学旅行」の申し込み 
　　　　　【本文】 参加者名、ふりがな、年齢、住所、電話番号、学校名、Ｔシャツサイズ（Ｓ～３Ｌ）
　　　　　※参加者全員分の情報を記載してください。
申込期限 ： ９月16日㈫

　三陸国際芸術推進委員会では、本年も三陸国際芸術祭を開催します。
　陸前高田市では、10月６日㈪～ 12日㈰に国際交流プログラムとして、
海外の国際ミーティングの公開や、三陸・インドネシア・台湾の芸能
団体と現代アーティストによる国際共同制作を実施し、その制作過程
を鑑賞できる公演も開催します。皆さんのお越しをお待ちしています。

陸前高田プログラム

国際ミーティング

　日 時 ： 10月６日㈪、７日㈫　時間未定
　会 場 ： 奇跡の一本松ホールほか
　問い合わせ先 ： 三陸国際芸術推進委員会事務局 ☎070（8550）0521

国際共同制作作品 『髪長姫』 ショーケース公演
～本公演に向けた制作過程の今を発表～

　日 時 ： 10月12日㈰　午後２時開演（午後１時30分開場）
　会 場 ： 奇跡の一本松ホール
　入場料 ： 1,000円（高校生以下無料）  全席自由（一部優先席を除く）
　問い合わせ先 ： みんなのしるし合同会社 ☎0192（47）5123

釜石プログラム（メインイベント）

　日 時 ： 10月 ４日㈯　午後６時～９時
　 ５日㈰　午前９時～午後６時　
　会 場 ： 釜石市民ホールTETTO（釜石市大町１-１-９）
　入場料 ： 無料
　問い合わせ先 ： みんなのしるし合同会社 ☎0192（47）5123

かわさき修学旅行の参加者を募集します三陸国際芸術祭 2025

川崎フロンターレ「Mind-1ニッポン」芸術の秋、 三陸の郷土芸能をたっぷりお楽しみください

～みんなで海を楽しもう～　ユニバーサルビーチ体験会
　８月10日㈰、障がいの有無に関わらず、みんなで一緒に海水浴を楽しむ「ユ
ニバーサルビーチ」の体験会が、高田松原海水浴場を会場に開かれました。
　「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」の一環として、令
和４年から行われている本イベント。この日は３組の親子が参加し、ライフセー
バーやボランティアのサポートを受けながら、水陸両用車いすなどに乗って海
水浴を楽しみました。この時期としては少し気温が低い１日となりましたが、
浮き輪やボールなどで海を満喫し、笑顔が弾ける時間となりました。

　ここに来る道中は雨が降っていて無事に参加できるか心配
でしたが、夫、娘と家族４人で楽しむことができました。元々
プールやお風呂など、水が好きな子なので、スタッフの皆さん
のサポートもあり、とても楽しそうな息子の姿を見ることがで
きて本当に良かったです。
　近くに設置されていた海上アスレチックにも興味津々の様子
だったので、また来た時には利用できたら良いなと思います。

　前日に釜石市でもユニバーサルビーチを行い、
高田でもボランティアスタッフとして参加しま
した。釜石では７組が参加し、高田同様、海を
楽しむ参加者たちの笑顔が広がっていました。
運営面も含め、来年以降も連携を取りながら、
一緒に夏の海を盛り上げていけたらと思います。
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問い合わせ先  
市教育委員会教育総務課
生涯学習・芸術係（内線552）

問い合わせ先  川崎フロンターレ　スマイルシップ（担当：松
まつ

本
もと

） 
 ☎090（3872）3303（平日午前９時~午後９時）

詳細は
こちら
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